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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、三量体複合体の1つのサブユニットであり、様々な遺伝子のプロモーター領域にあるCCAATモチーフに高い特異性で結合する、高度に保存された転写因子を形成します。この遺伝子産物であるサブユニットBは、サブユニットCと強固な二量体を形成します。これはサブユニットAとの結合の前提条件です。結果として生じる三量体は、高い特異性および親和性でDNAに結合します。サブユニットBとCはそれぞれヒストン様モチーフを含んでいます。これらのサブユニットのヒストンとしての性質は、タンパク質配列のアライメントと変異体を用いた実験という2つの証拠によって裏付けられています。 [RefSeq提供、2008年7月],ドメイン:弱く保存されたAドメイン、サブユニット相互作用とDNA結合に関与すると考えられる高度に保存されたBドメイン、およびグルタミンに富むCドメインの3つのドメインに分けられます。,機能:プロモーター中のCCAATモチーフを認識して結合することにより、様々な遺伝子の転写を刺激します。例えば、1型コラーゲン、アルブミン、βアクチン遺伝子などです。,類似性:NFYB/HAP3サブユニットファミリーに属します。,サブユニット:NF-YA、NF-YB、NF-YCの3つの成分からなるヘテロ三量体転写因子です。NF-YAの会合とDNA結合には、NF-YBとNF-YCが相互作用して二量体を形成する必要があります。,
	研究分野
	抗原の処理と提示;
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	NFYB抗体を用いた293細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	NF-YB ポリクローナル抗体を使用したさまざまな細胞のウエスタンブロット分析。

